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８．リリウの伝説 
 
フィリピンの他の地域と同様に、リリウの町も

最初の頃はそんなに知られていたわけではあり

ません。最初は、リリウは森で、いろんな種類の

動物がいて、いろんな種類の鳥がかれらの幸せの

歌を歌いました。バナハウ山の麓にあって、その

町は自然の資源に富み、一年中、美しい景色で祝

福されていました。これは、どのようにして、リ

リウという町の名前がついたのかを教える話で

す。 

 
伝説によると、リリウの町は、１５７１年のあ

る時、創立しました。その時の町の首長は、ガッ

ト・アパヤの長男のガット・タヤオでした。しか

し、町自体の支配者はすでに存在していましたが、

他の共同体と区別するための名前はまだありま

せんでした。 
 
ガット・タヤオ自身は、その町に名前があった

ほうがずっといいことを知っていました。そして、

ある日、彼は人々をみんな話し合いのために集め

て、町にふさわしい名前を選ばせることにしまし

た。 
 
それはきわめて困難な問題でしたが、しかし、

ガット・タヤオはひるみませんでした。 
 
「長い竹の棒を持ってきなさい！」と彼は命じ

ました。すぐに長い竹の棒が彼の所へ運ばれてき

ました。 
 
「竹の棒を地面に打ち込みなさい！」ガット・

タヤオは次にそのように命じました。すぐに、７

人の男が穴を掘り、竹の棒を地面に打ち込みまし

た。 
 
すると町の首長は話し始めました。「みなさん、

わたしの話を聞いてください。「長い間、この町

自身の名前がありません。そのために今日、この

集まりを開いたのです。わたしたちの愛する町に

ふさわしい名前を選ぶのです。」 
 
「わたしは、人々にふさわしい名前を提案する

ように頼んでいました。」ガット・タヤオは続け

て、「しかし、残念ながら、ふさわしい名前は提

案されませんでした。この問題を解決するために、

この集会の真ん中に竹の棒を立てました。どうし

てか、知りたいですか？」 
 
「どうしてか、わたしたちは知りたいです、ガ

ット・タヤオ！」人々は答えました？ 

 
「みなさんが知りたいなら、教えましょう。」

とガット・タヤオは言いました。「わたしの町の

人々、わたしたちの町は、最初に竹の棒の先に留

まった鳥に敬意を表して名づけられるでしょ

う！」 
 
人々は、竹の棒の先に鳥が留まるのを、待ちに

待ちました。何時間か過ぎて、空に一匹の鳥が現

れて、竹の棒に降りてきて、そしてそのてっぺん

に留まりました。その鳥は鷹でした。しかし、人々

は彼らの町の名を鷹にはしたくありませんでし

た。なぜなら、彼らによると、鷹は災難をもたら

すことになっていたからです。そして、彼らは、

ガット・タヤオに、鷹についての彼らの考えを伝

えました。 
 
するとガット・タヤオは、竹の棒を別の所に移

すように命じました。そのようにしました。何時

間か待った後、もう一羽の鳥が空に現れ、竹の棒

に降りてきました。そして、そのてっぺんに留ま

って、甘く歌いました。「リウ、イウ、イウ、リ

ウ！」 
 
人々もガット・タヤオも、鳥の歌が気に入りま

した。しかし、そこに集まった人は、誰一人その

鳥の名前をしりませんでした。そこで、彼らは、

自分たちの町の名前を二番目にその竹の棒にや

ってきて、留まった鳥の甘い歌にちなんでつける

ことに決めました。 
 
彼らは、その場所をリリウと呼び、そして、そ

れ以来、その町の名前になりました。 
 
練習問題 

 
Ⅰ 新しい言葉の学び 
 
   
 はい、か いいえで答えなさい。 
 
１．「自然の資源」というのは、土地とか水力と

か、石炭とか森とかでしょうか？ 
２．伝説は詩ですか？ 
３．Appropriate は suitable と同じ意味です
か？ 
４．Undaunted な人は、簡単にやる気を失いま
すか？ 
５．derive は diveと同じですか？ 
６．Assembly は、人々の集会ですか？ 
７．distinguish は、区別することですか？ 
８．もし、あなたが、何かに pleasedしたら、あ
なたはそれで満足しますか？ 
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９．perched は、stayed と同じですか？ 
１０．decided は、derided と同じ意味ですか？ 
Ⅱ 読んだことを評価する。 
 
これらの問いに短く答えなさい 
 
１．物語が告げる、そのことが起こった町は、マ

キリン山の麓に位置していますか？ あなた

はどうしてそう言うのですか？ 
２．ガット・タヤオは、自分たちの町の名前がほ

しいとは思いませんでしたか？どうしてそう

言えますか？ 
３．人々は、竹の棒の先に、二番目に留まった鳥

の名前を知っていましたか？ 
４．竹の棒の先に最初に留まった鳥のことを何故

人々が嫌いだったか書いていますか？どうし

て、そう言えますか？ 
５．ガット・タヤオが、町の人々に告げた、町の

名前の選び方の方法をどのように評価します

か？良いですか、悪いですか？率直なあなた

の答を言いなさい。 
 
Ⅲ  明確化と発展の評価 
 
１．この物語は、昔の決定の仕方について伝えて

います。この物語では、だれが町の名前を決

定できると言っていますか？この種の決め

方について、現代ではどのように呼びます

か？ 
２．民主化が進む中で、決定は集団によってなさ

れています。民主主義の価値を使って、どん

な手続が、町の名前を選ぶことにおいて行わ

れているべきであったでしょうか？ 


